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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて簣

　

導
入
段
階
に
お
け
る
指
導
で
は
、

２
つ
の
点
を
指
導
し
た
い
。
生
徒
の

興
味
関
心
を
引
き
出
す
内
容
の
工
夫
、

そ
し
て
安
全
に
関
す
る
指
導
で
あ
る
。

⑴
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き
出
す

①
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実

態
把
握

　

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
、
興
味
関
心

が
あ
る
か
、
実
際
に
や
っ
て
み
た
い

か
、
弓
道
の
魅
力
は
何
だ
と
思
う
か
、

実
施
に
あ
た
っ
て
の
不
安
は
あ
る
か

安
全
で
楽
し
く
効
果
的
な
指
導
法
　
弓
道

て
も
ら
う
。
多
く
の
生
徒
は
「
武
道

だ
か
ら
礼
儀
正
し
く
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
見
学
姿
勢
も

良
く
、
演
武
の
息
遣
い
を
感
じ
る
く

ら
い
真
剣
に
、
緊
張
感
を
持
っ
て
見

て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
弦つ

る

音ね

や
的
中

音
が
響
く
と
、
歓
声
を
あ
げ
て
喜
ぶ
。

こ
の
よ
う
な
感
動
の
場
面
を
演
出
す

る
。

　
▽
弓
の
歴
史
に
触
れ
る

　

弓
の
歴
史
概
要
を
紹
介
し
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
さ
せ
る
（
手
引
付
録
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
弓
道
の
歴
史
」）。
生
徒
の
知

的
好
奇
心
を
喚
起
し
た
い
。

③
弓
具
と
の
出
合
い

　

早
い
段
階
で
弓
具
に
触
れ
さ
せ
、

「
引
い
て
み
た
い
」「
ど
の
よ
う
に
使

う
の
か
な
？
」
と
い
っ
た
意
欲
を
喚

起
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
弓
具
に
触
れ
る

前
に
安
全
面
の
指
導
は
確
実
に
行
う
。

⑵
安
全
に
関
す
る
指
導

　

安
全
面
の
指
導
に
関
し
て
は
、
ま

ず
、
指
導
に
あ
た
る
よ
り
も
先
に
、

授
業
前
の
環
境
を
整
え
る
準
備
が
必

要
に
な
る
。
本
校
で
の
実
践
例
を
も

と
に
、
紹
介
し
た
い
。

①
環
境
整
備

　
▽
授
業
を
実
施
す
る
場
所

　

本
校
に
は
第
１
体
育
館
（
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
ほ
ど
の
広

さ
）
と
第
２
体
育
館
（
剣
道
・
柔
道

の
試
合
場
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
面
と
れ

る
広
さ
）
が
あ
る
。
生
徒
の
安
全
確

保
の
た
め
、
よ
り
広
い
第
１
体
育
館

で
実
施
し
て
い
る
。

　

授
業
を
行
う
際
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ラ

イ
ン
を
利
用
し
、
射
位
と
本
座
を
設

置
し
て
、
射
位
よ
り
的ま

と

前ま
え

は
立
ち
入

り
禁
止
区
域
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

広
い
体
育
館
を
最
大
限
に
利
用
し
、

的
前
練
習
を
待
っ
て
い
る
間
に
相
互

練
習
が
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

課
題
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
こ
の
際
、
広
い
間
隔
で
安

　

本
校
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
保
健
体
育
の
授
業
に
お
い
て
弓
道
を
実
施

し
て
い
る
。
平
成
24
年
度
の
完
全
実
施
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
定
着

さ
せ
る
か
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、
１
・
２
年
生
で
は
柔
道
を
必
修
で
行
い
、

３
年
生
で
弓
道
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
手
探
り
の
状
態
で
授
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
23
年
11
月
に

『
弓
道
授
業
指
導
の
手
引
』（
以
下
、
手
引
）
が
全
日
本
弓
道
連
盟
（
以
下
、

全
弓
連
）
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
今
後
は
こ
の
手
引
を
拠よ

り
所
と
し
て
指
導
に

あ
た
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
筆
者
の
実
践
例
を
も
と
に
安
全
で
楽
し
く
効
果
的
な
指
導
法

を
紹
介
し
た
い
。

奥
州
市
立
水
沢
中
学
校
教
諭

高
橋　

崇
子

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

10◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

導
入
段
階
に
お
け
る

指
導

楽
し
く
効
果
的
な

指
導
方
法

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

３ま
と
め

４

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
生
徒

の
意
識
を
と
ら
え
る
。

　

ま
た
、
授
業
後
に
提
出
さ
せ
て
い

る
学
習
カ
ー
ド
の
内
容
を
み
て
、
生

徒
の
状
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
個
へ

の
配
慮
を
し
て
い
く
。

②
興
味
関
心
を
引
き
出
す
工
夫
（
魅

力
に
触
れ
る
）

　
▽
教
師
に
よ
る
演
武
を
見
学
す
る

　

教
師
が
未
経
験
者
で
あ
る
際
は
、

外
部
指
導
者
が
行
う
。
出
来
る
だ
け

和
服
で
行
い
、
弓
道
の
実
際
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
る
。
静
寂
の
中
に
響

く
離
れ
の
音
、
的
中
す
る
音
、
射し

ゃ

法ほ
う

八は
っ

節せ
つ

や
体た

い

配は
い

、
和
服
の
美
し
さ
、
弓

具
の
扱
い
方
な
ど
、
初
め
て
触
れ
る

生
徒
に
目
や
耳
で
楽
し
さ
を
味
わ
っ

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
簣

中
学
校
武
道
授
業
指
導
法
研
究
事
業
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
全
弓
連
）
で
行
射
す
る

筆
者
。
手
前
、
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
正
座
を
し
て
い
る
の
は
、
模
擬
授
業
に
協
力
の
中
学
生

『
弓
道
授
業
指
導
の
手
引
』（
全
弓
連
発
行
）
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て
行
動
す
る
場
面
を
設
け
、
思
考
・

判
断
力
を
育
て
た
い
。

　

立
ち
入
り
禁
止
区
域
と
し
て
い
る

的
前
は
、
矢
取
り
の
際
に
教
師
の
指

示
に
よ
り
立
ち
入
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
際
は
、
赤
旗
を
掲
げ
て
安
全
確

認
を
行
っ
た
上
で
矢
取
り
を
す
る
。

安
全
確
認
は
２
度
行
う
。
具
体
的
に

は
、
矢
取
り
を
す
る
生
徒
が
、
弓
を

引
い
て
い
る
者
の
い
な
い
状
態
を
確

認
し
、「
取
り
ま
す
」
と
声
を
か
け
る
。

指
導
者
が
あ
ら
た
め
て
安
全
を
確
認

し
た
後
、
矢
取
り
に
入
っ
て
よ
い
と

い
う
合
図
を
送
る
。
矢
取
り
を
す
る

生
徒
が「
入
り
ま
す
」と
声
を
か
け
る
。

こ
の
よ
う
な
順
序
で
行
う
（
手
引
巻

全
に
出
来
る
よ
う
目
印
を
つ
け
て
、

そ
の
場
所
で
練
習
さ
せ
て
い
る
。

　
▽
安あ

土づ
ち

　

第
２
体
育
館
に
あ
る
柔
道
の
古
畳

を
使
用
し
て
い
る
。
矢
の
は
ね
返
り

を
防
ぐ
た
め
、
段
ボ
ー
ル
を
畳
の
上

に
設
置
し
た
の
ち
、
的
を
つ
け
る
。

　
▽
弓
具

　

使
用
す
る
道
具
は
、
弓
20
帳
、
矢

100
本
、
弽ゆ

が
け

・
胸
当
て
40
枚
、
下
が
け

100
枚
、
79
㎝
色
的
20
枚
、『
少
年
弓
道
』

（
ア
リ
ス
館
刊
）
10
冊
ほ
ど
で
あ
る
。

特
に
、
弓
矢
の
整
備
点
検
は
確
実
に

行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
生
徒
が

引
く
際
に
多
く
あ
る
の
が
筈は

ず

こ
ぼ
れ

（
弦
に
番つ

が

え
た
矢
が
離
れ
の
前
に
落
ち

て
し
ま
う
）
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
中な

か

仕じ

掛か
け

を

し
っ
か
り
作
っ
て
お
く
こ
と
や
、
弦

の
長
さ
の
調
整
、
筈
の
欠
け
た
矢
は

修
理
し
て
お
く
な
ど
の
整
備
点
検
を

行
っ
て
い
る
。

②
安
全
な
行
動

　

環
境
を
整
備
し
た
上
で
、
活
動
中

の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
な

行
動
の
仕
方
を
指
導
す
る
。
具
体
的

に
は
、

　
・
安
全
な
間
隔
を
と
っ
て
練
習
す
る

　
・
道
具
を
大
切
に
扱
う

　
・
矢
を
人
に
向
け
な
い

　
・
的
前
を
絶
対
に
横
切
ら
な
い

　
・
引
い
て
い
る
人
に
は
近
づ
か
な
い

と
い
っ
た
こ
と
を
、
繰
り
返
し
伝
え

る
。

　

ま
た
、
発
展
的
な
練
習
に
入
る
と

生
徒
の
主
体
的
な
活
動
も
増
え
る
た

め
、
場
面
に
応
じ
た
安
全
指
導
が
必

要
に
な
る
。
例
え
ば
、
右
手
の
離
れ

の
練
習
を
生
徒
相
互
に
見
る
際
に
、

見
る
側
の
生
徒
の
立
ち
位
置
に
よ
っ

て
は
、
右
手
を
離
し
た
時
に
ぶ
つ
か

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
ど
の
方
向
か

ら
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
が
い
い

か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

生
徒
自
身
が
安
全
面
に
つ
い
て
考
え

（
写
真
上
）
的
を
つ
け
る
生
徒
、（
写
真
下
）
設
置
さ
れ
た
的

実
際
に
使
用
し
て
い
る
弓
具

（
全
弓
連
が
市
に
贈
与
し
た
も
の
）

『
少
年
弓
道
』（
ア
リ
ス
館
刊
）

末
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
矢
取
り
の
行
い
方
」
を

参
照
）。

　

的
前
に
立
つ
ま
で
に
指
導
す
べ
き

内
容
は
多
く
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を

出
来
る
限
り
精
選
し
、
簡
略
化
で
き

る
部
分
と
確
実
に
伝
え
た
い
弓
道
の

特
性
と
を
見
極
め
て
、
生
徒
が
学
び

や
す
い
教
材
と
し
て
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
、
効
果
的
指
導
を
生
み
出
す

第
一
歩
と
い
え
る
。

⑴
押
さ
え
て
お
き
た
い
内
容

①
思
い
や
り
の
心

　

弓
道
は
的
、
も
っ
と
言
え
ば
自
分

と
向
き
合
う
武
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

行
射
す
る
仲
間
の
集
中
を
乱
さ
な
い

よ
う
、
周
囲
に
気
を
配
り
な
が
ら
真

剣
に
練
習
に
臨
む
こ
と
を
指
導
す
る
。

　②
礼
儀
に
つ
い
て

　

立
ち
方
、
座
り
方
、
立
礼
、
座
礼
、

揖ゆ
う

な
ど
の
基
本
を
教
え
る
。
注
意
し

た
い
の
は
、
礼
を
正
す
場
面
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
で
は
、

開
始
終
了
時
、
弽
の
着
脱
の
時
、
仲

間
の
行
射
を
見
学
す
る
時
を
主
と
し

て
い
る
。

　

な
お
、
道
具
を
大
切
に
扱
う
こ
と
、

道
具
を
ま
た
が
な
い
こ
と
な
ど
も
日

常
生
活
に
生
き
る
内
容
で
あ
る
の
で
、

指
導
し
て
い
る
。

　③
射
法
八
節

　

弓
を
引
く
た
め
の
基
本
で
あ
る
射

法
八
節
は
、
技
能
面
で
習
得
す
べ
き

大
切
な
内
容
で
あ
る
。
手
本
を
見
せ

た
り
、
手
引
な
ど
を
活
用
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
学
び
合
う
場
面

を
設
け
な
が
ら
、
充
実
し
た
学
習
の

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

⑵
生
徒
同
士
が
学
び
合
う
場
面
を
設

け
る

　

２
０
１
１
年
４
月
号
（「
武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介
」）
で
も
紹
介
し
た

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

10◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

導
入
段
階
に
お
け
る

指
導

楽
し
く
効
果
的
な

指
導
方
法

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

３ま
と
め

４

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
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内
容
で
あ
る
が
、
一
斉
指
導
を
行
う

だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
同
士
が
課
題

解
決
に
向
け
て
学
び
合
う
場
面
を
設

け
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲

を
高
め
、
弓
道
を
よ
り
楽
し
く
行
う

こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
（
資
料
１

〜
３
）。

　

本
校
で
は
弓
道
を
実
施
し
て
４
年

目
と
な
る
。
今
年
度
は
未
実
施
で
あ

る
が
、
既
に
現
３
年
生
は
昨
年
度
２

学
年
の
時
に
12
時
間
程
度
実
施
し
て

い
る
。
弓
具
は
全
弓
連
か
ら
奥
州
市

に
贈
与
さ
れ
た
も
の
を
本
校
が
管
理

し
て
い
る
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
４

年
目
に
し
て
本
校
以
外
の
学
校
か
ら

の
借
用
願
い
が
あ
り
、
現
在
他
校
で

実
施
中
で
あ
る
。
奥
州
市
で
は
本
校

を
含
め
て
２
校
目
と
な
る
。

　

今
後
、
情
報
交
換
を
し
合
い
、
弓

道
授
業
の
充
実
に
向
け
た
研
究
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

的 的 的 的

１ 的前での練習 教師や外部指導者がついて指導

）るえ鍛を点視る見（習学り取見→

→

徒生機待６

う行てっ持を弓→習分のれ離５

４ ゴム弓練習 小的を使い、
ねらいをつける

３ 紐 練 習 仲間との学び合い

２※写真
的前での練習後
に記録を書き、
振り返る
→課題意識

小的 小的小的

（資料２）「学び合う場」の設定の工夫

（資料３）課題解決への見通しを理論的に考えるための工夫
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◯
◯
◯
◯
◯
◯
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◯
◯
◯
◯
◯
◯

９◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

10◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

導
入
段
階
に
お
け
る

指
導

楽
し
く
効
果
的
な

指
導
方
法

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

３ま
と
め

４

（
教
本
ｐ
58
〜
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※的前練習後の振り返り風景
・的中した場所と得点を記入する。
・先生からの助言を書く。
・「新たな課題を見つけ、解決方法を考える」
・「仲間と学び合う場（３〜６）」へ移動

段
階 学習活動 指導上の留意点

つ
か
む

１．準備（練習場設営・道具準備）
２．準備体操
３．前時までの学習の確認
　・学習の基本になる射法八節練習
４．本時の学習課題の把握
　・「課題解決の見通しを持つ場」を設ける

　・弓道で使う筋を意識した運動を行う。体幹
トレーニングを行い、体の軸を意識させると
ともに、体力向上を図る。
　・射法八節のポイントと理論を理解させるた
めの働きかけをする。
　・学習課題を提示し、その解決に向けた見通
しを理論的に考えることが出来るよう支援す
る。

た
し
か
め
る

５．課題解決に取り組む
　⑴全体一斉練習
　・本時の課題と練習のポイント確認

　⑵グループ学習
　・「仲間と学び合う場（4人グループ）」を
設ける

　・互いの練習を見て、教え合う。

　・新たに指導すべき内容が多いため、動き方
や練習の方法などを実際に行い、確認する。
課題を解決する能力が培われるよう指導す
る。
　・学び合う場を充実させるために、練習方法
や場所を数種類設ける。毎回のポイントを最
小限に絞り、生徒間の学び合いにより、「わ
かった」「出来た」という達成感を持たせる。

ま
と
め
る

６．整理運動
７．振り返り
　⑴学習カードの記入（個人ごと）
　⑵グループ学習の成果についての話し合い
８．学習のまとめ
９．挨拶・片付け

　・ストレッチを行わせる。
　・自己の振り返りを行わせるとともに、仲間
との学び合いで得たことを確認し合う場をつ
くる。その中で、自分では気づかなかったこ
とを発見したり、「出来てたよ」の声がけな
どで、次への意欲を喚起させたい。

（資料１）１年目の授業の基本的な流れ

射法八節　六「会
かい

」（弓をいっぱいに引いた状態）

◎ポイント
　三重十文字＝体の縦軸と①両肩のライン、②腰のライン、③足
踏みのライン、これらがねじれなく、十文字に保たれている状態。
　この理論を理解し、仲間をみる視点を持つ。自分では見えない
部分を仲間に教えてもらい、体感で理解していく。

射法八節　七「離れ」、八「残心（身）」

◎ポイント
　両腕が床と平行に一文字の形で離れている。
　残心の形を見ることで、自分でもある程度チェックは出来るが、
自ら離れの瞬間を見ることは出来ないため、仲間にチェックして
もらう。「正しい離れ」を理解し、それをもとに学び合う。


